
 

                        

                        

旧
八
王
子
水
道
建
設
の
歩
み 

 

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
四
月
、
八

王
子
の
大
火
災
に
よ
り
伝
染
病
が
大
発
生

し
た
。
早
く
か
ら
水
道
の
必
要
性
が
提
唱

さ
れ
て
は
い
た
が
、
井
戸
に
よ
る
飲
料
水

の
確
保
が
で
き
て
い
た
こ
と
、
水
道
設
備

に
は
膨
大
な
費
用
が
か
か
る
こ
と
な
ど
か

ら
時
期
尚
早
と
さ
れ
て
い
た
。 

 

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
八
王
子
は
町

制
か
ら
市
制
に
変
わ
り
、
人
口
増
加
に
伴

う
公
衆
衛
生
上
の
設
備
、
基
幹
産
業
の
織

物
工
場
、
他
の
工
場
建
設
等
の
た
め
に
も

水
道
施
設
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
き
た
。

大
正
十
四
年
二
月
二
十
一
日
、
市
議
会
に

お
い
て
「
浄
水
道
敷
設
」
の
案
件
が
可
決

さ
れ
た
。
計
画
で
は
、
南
北
浅
川
の
合
流

地
点
を
水
源
と
し
て
浄
水
場
（
元
本
郷
）

と
配
水
池
（
平
塚
山
）
を
建
設
し
、
自
然

流
下
で
各
家
庭
に
給
水
す
る
こ
と
に
し
た
。 

 

一
連
の
水
道
建
設
に
よ
り
、
八
王
子
の

水
道
網
が
全
市
へ
と
広
が
り
今
日
に
至
っ

て
い
る
。
な
お
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一

日
、
市
か
ら
東
京
都
に
水
道
関
係
す
べ
て

が
移
管
さ
れ
た
。 

元本郷浄水場ポンプ棟（昭和初期） 
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◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 

八
王
子
市
内
で
一
番
早
く
敷
設
さ
れ
た

元
本
郷
浄
水
場
（
現
、
元
本
郷
浄
水
所
）

か
ら
散
田
配
水
池
（
現
、
散
田
配
水
所
）

ま
で
の
送
配
水
道
路
を
辿
る
凡
そ
四
㎞
弱

の
行
程
。 

 

南
浅
川
と
北
浅
川
合
流
地
の
南
に
位
置

す
る
東
京
都
水
道
局
を
見
学
、
敷
地
内
の

水
神
様
に
お
参
り
し
た
後
出
発
。
水
道
局

か
ら
市
役
所
入
口
交
差
点
に
向
か
う
道
を

歩
き
市
役
所
通
り
に
出
る
。
市
役
所
通
り

を
南
へ
歩
き
甲
州
街
道
を
横
切
る
。
更
に
、

御
所
水
通
り
に
繋
が
る
道
を
歩
き
、
Ｊ
Ｒ

中
央
線
第
一
水
道
踏
切
を
渡
る
と
す
ぐ
右

に
入
る
細
い
道
が
南
西
に
伸
び
て
い
る
。

こ
の
道
が
水
道
山
（
散
田
給
水
所
）
へ
通

ず
る
道
に
な
る
。
途
中
路
傍
の
石
仏
、
千

人
塚
地
蔵
尊
、
子
育
地
蔵
尊
等
を
お
参
り

し
た
後
、
百
三
十
段
の
階
段
を
登
る
。
そ

の
上
が
市
内
で
一
番
古
い
散
田
給
水
所
で

あ
る
。
そ
の
後
、
配
水
の
道
を
下
り
、
松

姫
通
り
に
出
て
富
士
森
公
園
で
解
散
。 

 

①
元
本
郷
町
浄
水
場 

 

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
四
月
八
王

子
は
街
の
大
半
を
焼
き
尽
く
す
大
火
災
に

見
舞
わ
れ
、
そ
の
後
も
大
小
の
火
災
が
発

生
。
そ
の
た
め
伝
染
病
も
多
く
み
ら
れ
た

こ
と
か
ら
水
道
の
必
要
性
が
提
唱
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
飲
料
水
は
井
戸
を
簡
単

に
掘
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
十
分
確
保
出

来
、
水
道
は
火
災
時
の
消
火
栓
と
し
て
の

役
割
の
方
を
重
要
視
さ
れ
て
い
た
。 

 

明
治
四
十
年
（
一
九
○
七
）
に
は
水
道

敷
設
の
設
計
を
完
了
し
た
が
、
膨
大
な
費

用
が
か
か
る
た
め
、
時
期
尚
早
と
し
て
実

現
し
な
か
っ
た
。
明
治
四
十
四
年
（
一
九

一
一
）
に
も
水
道
調
査
費
を
予
算
計
上
し

た
が
、
良
い
結
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。 

 

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
、
八
王
子
は
関

東
で
八
番
目
に
市
制
が
施
行
さ
れ
た
。
町

制
時
代
よ
り
人
口
が
増
加
し
、
公
衆
衛
生

上
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
八
王
子
の
基
幹

産
業
で
あ
る
織
物
工
場
や
そ
れ
以
外
の
工

場
建
設
の
た
め
に
も
、
水
道
施
設
の
必
要

性
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。 

 

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
の
関

東
大
震
災
で
、
市
街
地
は
多
大
な
被
害
を

被
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
水
道
敷
設
の
機

運
が
高
ま
っ
た
。
し
か
し
、
水
源
が
決
ま

ら
ず
、
財
政
状
況
か
ら
の
延
期
の
意
見
も 

市
議
会
で
は
奮
出
し
て
い
た
。
が
、
大
正

十
四
年
（
一
九
二
五
）
二
月
二
十
一
日
、

よ
う
や
く
市
議
会
に
お
い
て
「
上
水
道
敷

設
」
の
案
件
が
可
決
さ
れ
た
。
内
容
は
、

市
内
元
本
郷
町
の
多
賀
神
社
北
側
で
南
北

浅
川
の
合
流
地
点
を
水
源
と
し
て
浄
水
場

を
建
設
。
横
山
村
散
田
平
塚
山
に
配
水
池

を
造
り
、
自
然
流
下
で
各
家
庭
に
給
水
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

予
算
総
額
百
二
十
五
万
円
で
、
大
正
十

四
年
か
ら
三
カ
年
の
継
続
事
業
で
あ
っ
た
。 

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
の
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
予
算
総
額
は
、
四
十
四
万

二
千
六
百
四
十
一
円
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

膨
大
な
予
算
だ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
こ

の
歳
入
は
、
全
額
起
債
で
あ
っ
た
。 

 

水
道
事
業
を
担
う
組
織
と
し
て
臨
時
水

道
部
を
設
置
し
、
大
正
十
五
年
十
一
月
二

十
日
に
上
水
道
工
事
の
起
工
式
を
元
本
郷
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町
水
源
地
で
行
い
総
工
費
九
十
六
万
三
千

二
百
八
十
一
円
の
工
事
は
ス
タ
ー
ト
し
、

昭
和
三
年
九
月
一
日
に
給
水
を
開
始
し
た
。 

当
時
の
規
模
は
、
計
画
給
水
人
口
六
万
人
、

一
人
一
日
給
水
量
百
十
二
リ
ッ
ト
ル
、
一

日
最
大
配
水
量
六
千
七
百
㎥
で
あ
っ
た
。

給
水
後
の
利
用
者
は
、
当
初
計
画
を
下
回

り
、
使
用
料
収
入
に
よ
る
市
財
政
の
強
化

ど
こ
ろ
か
市
債
の
償
還
に
も
不
足
す
る
事

態
と
な
り
、
上
水
道
事
業
は
不
況
の
あ
お

り
も
あ
っ
て
悪
化
す
る
一
方
で
、
市
財
政

の
お
荷
物
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
た
め

昭
和
五
年
（
一
九
三
○
）
市
の
境
界
五
百

ｍ
以
内
の
範
囲
で
隣
接
各
村
に
給
水
区
域

の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
水
道
未
使
用

者
に
水
道
特
別
税
を
課
税
し
よ
う
と
試
み

た
り
、
使
用
者
優
遇
策
を
取
っ
た
り
し
た

が
、
八
王
子
の
水
道
普
及
率
は
伸
び
悩
ん

だ
。
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
三
月
に
臨

時
水
道
部
は
廃
止
さ
れ
水
道
課
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。
市
内
の
水
道
料
金
は
、
メ
ー

ト
ル
制
（
計
量
給
水
制
）
と
定
額
制
（
放

任
給
水
制
）
の
二
本
立
て
で
、
総
計
四
千

四
百
本
の
契
約
の
内
メ
ー
ト
ル
制
は
九
百

本
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
夏
の
需
要

期
に
は
使
い
放
題
使
わ
れ
て
、
一
日
の
平

均
使
用
量
は
給
水
計
画
人
口
の
六
万
人
分

に
達
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
応

す
る
た
め
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
四

月
か
ら
全
部
を
メ
ー
ト
ル
制
へ
と
切
り
替

え
、
普
及
率
も
徐
々
に
上
が
っ
て
い
っ
た
。 

                 

                        

建設中の元本郷浄水場 （昭和初期） 

建設中の散田配水池（昭和初期） 
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●
建
設
中
の
元
本
郷
町
浄
水
場
と

散
田
配
水
池
（
昭
和
初
期
） 

 
 

両
施
設
と
も
八
王
子
市
の
威
信
を
か

け
て
行
わ
れ
た
工
事
で
あ
っ
た
。
当
時
の

最
新
技
術
と
職
人
の
技
を
結
集
し
建
設
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
そ
の
後
も
順
調

に
稼
動
し
続
け
、
八
十
年
経
っ
た
現
在
で

も
一
部
で
は
あ
る
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。 

               

                        

                        

左 

旧
本
郷
町
浄
水
場
表
札 

右 

旧
散
田
配
水
池
表
札 

い
ず
れ
も
制
作
時
期
は
不
明 

上 

工
事
台
帳 

下 

負
債
調
書 

元本郷町浄水場（1970 年頃撮影） 

測
量
機
器
（
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
） 

昭
和
二
十
七
年
頃 

八王子市水道局のマーク 
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●
水
神
様 

 

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
十
二
月
、
臨

時
水
道
委
員
会
は
水
源
に
水
神
を
祭
る
決

定
を
下
し
、
浄
水
場
敷
地
内
（
現
在
の
多

賀
公
園
隣
接
地
）
に
水
神
様
を
お
祀
り
し

た
。 当

初
、
毎
年
四
月
二
十
四
日
に
盛
大
な

祭
り
が
行
わ
れ
た
が
、
戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
「
公

共
施
設
の
神
社
取
り
払
い
」
の
令
に
よ
り
、

鳥
居
、
玉
垣
ま
で
が
撤
去
さ
せ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
二
十
七
年
頃
復
元
さ
れ
、

質
素
な
お
祭
り
が
二
回
ほ
ど
行
わ
れ
た
が
、

明
神
町
・
中
野
町
浄
水
場
落
成
祝
賀
式
典

以
後
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。 

 

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
、
八
王
子

市
役
所
元
本
郷
新
庁
舎
に
「
水
道
部
」
が

開
設
さ
れ
た
の
を
機
に
、
元
本
郷
水
道
庁

舎
は
取
り
壊
さ
れ
「
多
賀
公
園
」
と
し
て

整
備
さ
れ
た
。
こ
の
折
、
水
神
様
も
現
在

の
位
置
に
移
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

   

                        

配水池平面図 浄水場平面図 

水 神 様 水神様全景 
 

水神様建立碑 
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水 道 管  布設概略図 

平成 27 年 11 月 1 日作成 
八王子給水事務所 

平成 27 年 11 月 1 日作成 
八王子給水事務所 

水 道 管 布 設 概 略 図 
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平成 27 年 11 月 1 日作成 
八王子給水事務所 

水 道 管 布設概略図 
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●
多
賀
公
園 

 

（
旧
元
本
郷
庁
舎
跡
） 

                     

●
明
神
町
浄
水
場 

第
一
期
拡
張
工
事 

（
昭
和
二
十
五
～
六
年
度
） 

                    

●
中
野
町
浄
水
場 

第
二
期
拡
張
工
事 

（
昭
和
二
十
七
～
九
年
度
） 

                    

中野町浄水場（1970 年頃撮影） 

明神町浄水場（1970 年後頃撮影） 
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●
配
水
管
延
長 

第
三
期
拡
張
工
事 

（
昭
和
三
十
一
～
三
年
度
） 

 

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
四
月
一
日
、

八
王
子
は
隣
接
す
る
横
山
・
元
八
王
子
・

恩
方
・
川
口
・
加
住
及
び
由
井
の
六
つ
の

村
を
合
併
し
た
。
合
併
以
前
に
も
各
村
の

一
部
は
水
道
が
敷
か
れ
て
い
た
が
、
合
併

し
た
新
市
域
の
給
水
が
課
題
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
新
市
域
へ
の
配
水
管
の
延
長

工
事
が
計
画
さ
れ
た
。 

 

●
元
本
郷
浄
水
場
内

鑿
井

さ
く
せ
い

と 

浅
川
浄
水
場 

第
四
期
拡
張
工
事 

（
昭
和
三
十
四
～
七
年
度
） 

 

●
高
月
浄
水
場 

第
五
期
拡
張
工
事 

（
昭
和
三
十
六
～
四
十
三
年
度
） 

 

                        

●
北
野
配
水
場(

都
受
入
れ
施
設) 

第
六
期
拡
張
工
事 

（
昭
和
四
十
三
～
五
十
年
度
） 

 
 

急
激
な
人
口
増
加
が
見
込
ま
れ
、
昭
和

四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
度
よ
り
五
十
年

度
ま
で
の
予
定
で
、
給
水
区
域
の
拡
大
を

図
る
も
の
で
あ
っ
た
。
給
水
面
積
は
、
七

一
・
三
五
㎢
で
、
全
市
域
の
四
十
％
を
占

め
る
こ
と
と
な
り
、
推
定
人
口
五
十
万
人

に
対
し
、
計
画
は
給
水
人
口
三
十
四
万
人

で
計
画
さ
れ
た
。 

 

●
主
な
水
道
施
設 

・
散
田
給
水
所(

旧
散
田
配
水
池) 

所
在
地 

 

散
田
町
二
丁
目 

設
置
年
度 

昭
和
三
年
度 

容
量 

 
 

二
○
○
○
○
㎥
／
Ｈ 

 

・
元
本
郷
浄
水
所(

旧
元
本
郷
町
浄
水
場) 

所
在
地 

元
本
郷
町
四
丁
目 

竣
工 

（
地
区
水
）
昭
和
四
年
三
月 

 
 

 

（
都
水
）
昭
和
五
十
八
年
三
月 

容
量 

二
七
○
○
㎥
／
Ｈ 

浅川浄水場（1970 年頃撮影） 工事中の高月浄水場 
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・
暁
町
配
水
所 

所
在
地 

暁
町
三
丁
目 

設
置
年
度 

昭
和
二
十
九
年
度 

容
量 
二
五
○
○
㎥
／
Ｈ 

 

・
暁
町
浄
水
所 

所
在
地 

暁
町
一
丁
目 

竣
工  (

地
区
水)

昭
和
三
十
一
年
三
月 

 
 

 

（
都
水
）
昭
和
五
十
七
年
三
月 

容
量 

六
○
九
○
㎥
／
Ｈ 

 

・
高
月
給
水
所 

所
在
地 

高
月
町
二
二
四
○ 

設
置
年
度 

昭
和
四
十
年
度 

容
量 

一
五
○
○
○
㎥
／
Ｈ 

 

・
高
月
浄
水
所(

旧
高
月
浄
水
場) 

所
在
地 

高
月
町
四
○
○ 

竣
工  (

地
区
水)

昭
和
四
十
一
年
三
月 

 
 

 

（
都
水
）
昭
和
四
十
六
年
三
月 

容
量 

三
二
○
○
○
㎥
／
Ｈ 

 

・
犬
目
第
一
給
水
所 

所
在
地 

犬
目
町
六
四
三 

設
置
年
度 

昭
和
四
十
二
年
度 

容
量 

五
三
○
○
㎥
／
Ｈ 

・
元
八
王
子
配
水
所 

所
在
地 

元
八
王
子
町
三
丁
目 

設
置
年
度 

昭
和
五
十
年
度 

容
量 

四
五
○
㎥
／
Ｈ 

 

・
西
寺
方
給
水
所 

所
在
地 

西
寺
方
町
一
○
○
六
ノ
一
六
七 

設
置
年
度 

昭
和
五
十
年
度 

容
量 

五
○
○
○
㎥
／
Ｈ 

 

・
狭
間
給
水
所 

所
在
地 

狭
間
町
一
九
九
四
ノ
四
七
八 

設
置
年
度 

昭
和
五
十
一
年
度 

容
量 

一
五
○
○
○
㎥
／
Ｈ 

 

・
北
野
給
水
所 

所
在
地 

北
野
町
五
九
五
ノ
三 

設
置
年
度 
昭
和
四
十
七
年
度 

容
量 

一
五
八
○
○
㎥
／
Ｈ 

 

・
南
陽
台
配
水
所 

所
在
地 

南
陽
台
三
丁
目 

設
置
年
度 

昭
和
四
十
九
年
度 

容
量 

一
○
○
○
㎥
／
Ｈ 

・
鑓
水
給
水
所 

所
在
地 

鑓
水
四
○
一 

設
置
年
度 

昭
和
五
十
年
度 

容
量 

五
○
○
○
㎥
／
Ｈ 

 

・
犬
目
第
二
給
水
所 

所
在
地 

犬
目
町
七
一
○ 

設
置
年
度 

昭
和
五
十
一
年
度 

容
量 

五
三
○
○
㎥
／
Ｈ 

 

・
楢
原
給
水
所 

所
在
地 

楢
原
町
一
二
九
四
ノ
三 

設
置
年
度 

昭
和
五
十
七
年
度 

容
量 

四
○
○
○
○
㎥
／
Ｈ 

・ 寺
田
配
水
所 

所
在
地 

寺
田
町
一
三
五
九
ノ
四 

設
置
年
度 

昭
和
五
十
七
年
度 

容
量 

一
○
○
○
㎥
／
Ｈ 

 

・
南
大
沢
給
水
所 

所
在
地 

南
大
沢
四
丁
目 

設
置
年
度 

昭
和
五
十
七
年
度 

容
量 

一
四
八
五
○
一
㎥
／
Ｈ 
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・
久
保
山
配
水
所 

所
在
地 

保
山
町
二
丁
目 

設
置
年
度 

昭
和
五
十
九
年
度 

容
量 
七
三
○
㎥
／
Ｈ 

 

・
東
浅
川
給
水
所 

所
在
地 

東
浅
川
町
六
七
一 

設
置
年
度 

昭
和
六
十
三
年
度 

容
量 

一
三
○
○
○
㎥
／
Ｈ 

 

・
綾
南
公
園
内
震
災
対
策
用
応
急
給
水
槽 

所
在
地 

長
房
町
一
五
七
二 

設
置
年
度 

平
成
四
年
度 

容
量 

一
五
○
○
㎥
／
Ｈ 

 

・
大
船
給
水
所 

所
在
地 

七
国
三
丁
目 

設
置
年
度 

平
成
六
年
度 

容
量 

二
二
○
○
○
㎥
／
Ｈ 

 

・
大
船
配
水
所 

所
在
地 

み
な
み
野
五
丁
目 

設
置
年
度 

平
成
七
年
度 

容
量 

二
○
○
○
㎥
／
Ｈ 

・
鑓
水
小
山
給
水
所 

所
在
地 

鑓
水
二
丁
目
九
二 

設
置
年
度 

平
成
八
年
度 

容
量 

七
○
○
○
○
㎥
／
Ｈ 

                    

●
高
尾
山
配
水
所 

 

東
京
都
水
道
局
は
、
水
を
供
給
す
る
シ

ス
テ
ム
を
高
尾
山
に
造
る
決
定
を
し
た
。

当
初
、
標
高
差
四
百
ｍ
以
上
も
あ
る
高
地

に
安
定
的
に
水
を
供
給
す
る
こ
と
は
非
常

に
難
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

平
成
十
五
年
設
計
に
着
手
し
、
平
成
十
八

年
か
ら
二
十
二
年
の
五
年
に
わ
た
る
工
事

の
末
に
完
成
を
み
た
。
今
で
は
、
観
光
客
、

登
山
者
、
震
災
時
の
補
給
な
ど
に
安
定
し

た
飲
料
水
を
確
保
で
き
て
い
る
。 

      
 

 
 

      

高尾山頂への配水技術 
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②
旧
水
道
道
路 

 

（
写
真
で
綴
る
） 

                     

                        

                       
 都元本郷浄水所内の接合井

という池があった所 
都水道局から市役所まで 
（元本郷四丁目） 

中央の道が散田水道山に 
入る水道通り 

第一水道踏切 御所水通り 
（JR 中央線西八王子駅東側） 

都水道局元本郷浄水所 都水道局元本郷二号水源 
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③
路
傍
の
石
仏
群 散

田
町
一
丁
目
五
番 

 

散
田
一
丁
目
六
番
地
の
用
水
路
が
あ
る

脇
道
で
、
御
所
水
通
り
に
出
る
少
し
手
前

の
小
道
に
朽
ち
か
け
た
石
仏
が
立
っ
て
い

る
。
石
仏
は
一
ｍ
近
い
馬
頭
観
音
や
五
十

㎝
程
の
地
蔵
様
、
そ
れ
に
庚
申
塔
な
ど
で

あ
る
。
こ
れ
は
幾
度
か
の
区
画
整
理
の
お

り
、
こ
こ
に
集
め
ら
れ
た
と
い
う
。
と
き

お
り
野
花
が
手
向
け
ら
れ
て
い
る
。 

             

④
千
人
塚
地
蔵
尊 

 

千
人
塚
地
蔵
尊
立
像
は
、
散
田
一
丁
目

の
富
士
森
公
園
通
り
と
御
所
水
通
り
の
交

わ
る
三
叉
路
の
脇
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

高
さ
は
一
ｍ
ほ
ど
。
建
立
は
、「
宝
暦
五
年

（
一
七
五
五
）
乙
亥
年
」
と
の
刻
字
あ
り
。

云
い
伝
え
で
は
こ
の
付
近
に
は
刑
場
が
あ

り
、
特
に
八
王
子
落
城
の
残
兵
や
婦
女
子

が
惨
殺
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

地
蔵
尊
は
、
以
前
こ
の
付
近
を
転
々
と
移

動
し
て
お
り
、
今
は
こ
の
場
所
に
落
ち
着

い
て
い
る
。 

 
散
田
町
二
丁
目
か
ら
台
町
一
・
二
丁
目
、

山
田
町
一
帯
は
、
古
く
は
平
塚
と
呼
ば
れ

た
土
地
で
あ
っ
た
。
遺
跡
調
査
に
よ
る
と
、

縄
文
時
代
か
ら
古
墳
時
代
前
期
に
は
墓
域

を
伴
う
集
落
跡
が
広
範
囲
に
展
開
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

     

                        

千人塚地蔵尊 

路傍の石仏 
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⑤
子
育
て
地
蔵
尊 

 

散
田
町
三
丁
目
三
十
二
番
地
の
Ｔ
字
路 

を
西
に
行
っ
た
角
の
覆
屋
に
、
二
体
の
地

蔵
尊
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

 

［
左
側
］
高
さ
五
十
㎝
の
合
掌
座
像 

基
壇
に
は
、 

右 

天□

三
年
卯
十
月
日 

正 

奉
造
立
地
蔵
尊 

左 

下
散
田
村
女
念
仏
講
拾
二
人 

と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

［
右
側
］
高
さ
百
㎝
の
延
命
地
蔵
立
像 

 
 

右 

念
仏
供
養
為
二
世
安
楽 

 
 

左 

永
四
年
丁
亥
八
月
吉
日 

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
宝
永
四
年
は
、
一
七

○
七
年
で
あ
る
。 

 

こ
の
地
蔵
尊
は
、
子
育
地
蔵
と
も
い
わ

れ
、
八
月
二
十
四
日
に
は
近
く
の
民
家
を

借
り
て
御
籠
（
参
籠
）
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

  

                        

                       

子育て地蔵尊 

水道山近くの階段脇に安置 
されている子育て地蔵尊全景 

散田水道山への登り口 
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⑥
散
田
給
水
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

散
田
町
二
―
六
―
一 

 

設
置
は
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
。
元
本

郷
浄
水
所
と
同
時
期
に
建
設
さ
れ
た
。
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
で
、
横
五
十
二
ｍ
、

縦
三
十
六
ｍ
、
深
さ
六
・
六
ｍ
が
二
池 

あ
っ
た
。
建
設
当
初
の
容
量
は
、
三
三
○

○
㎥
。
そ
の
後
、
平
成
三
年
度
か
ら
六
年

度
に
改
良
工
事
が
行
わ
れ
、
現
在
有
効
容

量
二
○
○
○
○
㎥
。 

給
水
件
数
は
、
約
四

万
件
。
配
水
量
は
一
日
約
二
三
○
○
○
㎥ 

時
間
最
大
約
一
五
○
○
㎥
で
あ
る
。 

           

           

●
東
京
都
水
道
局 
 

東
京
都
水
道
局
で
は
、
水
道
の
震
災
対

策
と
し
て
、
浄
水
場
や
給
水
所
な
ど
の
施

設
が
大
き
な
被
害
を
受
け
な
い
よ
う
耐
震

強
化
を
図
っ
て
い
る
。
停
電
が
発
生
し
て

も
水
の
供
給
に
支
障
が
な
い
よ
う
、
自
家

発
電
用
設
備
の
整
備
な
ど
も
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
万
一
施
設
の
被
害
に
よ
り
断
水
し

た
場
合
な
ど
も
想
定
し
、
飲
料
水
の
応
急

給
水
拠
点
の
整
備
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

各
家
庭
に
、
安
全
か
つ
美
味
し
い
水
を
供

給
す
べ
く
努
力
を
続
け
て
い
る
。 

                        

散田給水所（旧散田配水地） 

水
道
山
階
段
上
か
ら
見
下
ろ
し
た 

送
配
水
道
（
道
路
の
先
が
西
八
王
子
駅
） 

水
道
山
階
段
上
か
ら
見
下
ろ
し
た 

送
配
水
道 

給水所と応急給水拠点と
して使用されている 
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⑦
富
士
森
公
園 

 

八
王
子
市
台
町
二
‐
二
‐
三 

 

桜
の
名
所
と
し
て
市
民
の
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
る
富
士
森
公
園
は
、
浅
間
神
社

の
鎮
守
の
森
で
あ
る
。 

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
に
富
士

森
公
園
と
し
て
開
園
、
今
日
に
至
る
。
広

大
な
公
園
の
敷
地
内
に
は
、
市
営
の
野
球

場
・
体
育
館
・
グ
ラ
ン
ド
・
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
な
ど
の
運
動
施
設
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。 

             

●
浅
間
神
社 

江
戸
時
代
初
め
、
八
王
子
の
代
官
頭
で

あ
っ
た
大
久
保
石
見
守
長
安
が
、
高
さ
約

六
㍍
の
塚
を
築
き
、
そ
の
上
に
浅
間
神
社

を
勧
請
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

塚
は
富
士
信
仰
で
「
冨
士
塚
」
と
呼
ば
れ
、

「
富
士
森
」
命
名
の
起
源
と
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
南
北
朝
時
代
（
十
三
世
紀
）
に

こ
の
地
に
落
ち
の
び
た
、
南
朝
方
の
女
公

家
「
お
ふ
じ
の
方
」
が
塚
を
築
い
た
も
の

が
「
冨
士
塚
」
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
伝
説

も
あ
る
。
台
町
二
丁
目
の
辺
り
は
江
戸
時

代
は
御
所
水
村
と
言
わ
れ
、
南
朝
の
落
人

伝
説
が
残
っ
て
い
る
。 

 

浅
間
神
社
の
拝
殿
は
大
正
天
皇
の
葬
儀

に
使
わ
れ
た
祭
場
殿
を
移
築
し
た
も
の
で

「
大
正
殿
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
神
社
の
例

祭
は
八
月
一
日
で
、
前
夜
の
七
月
三
十
一

日
に
は
境
内
で
厄
除
け
団
子
を
売
る
だ
ん

ご
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

   
富士森公園競技場 

松姫通りから水道山を見る 

御所水通りから水道山を 
見上げた送配水道 
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●
浅
間
神
社
例
祭 

 

七
月
三
十
一
日
は
、
浅
間
神
社
の
祭
礼

が
執
り
行
わ
れ
る
。
浅
間
神
社
は
、
富
士

森
公
園
に
隣
接
し
、
市
民
体
育
館
の
東
隣

り
に
位
置
し
、
台
町
・
万
町
二
丁
目
等
の

氏
神
様
と
し
て
、
昔
か
ら
こ
の
周
辺
の
住

民
の
信
仰
を
集
め
て
き
た
。 

 

浅
間
神
社
は
、
木
花
開
耶
姫
を
氏
神
と

し
、
富
士
浅
間
様
と
も
言
い
、
慶
長
年
間

大
久
保
石
見
守
長
安
（
徳
川
幕
府
創
立
の

頃
の
関
東
総
代
官
で
、
当
時
今
の
小
門
町

に
居
住
し
て
い
た
）
が
、
駿
河
国
の
本
宮

浅
間
神
社
を
分
社
し
、
現
在
の
地
に
高
さ

約
二
丈
、
周
囲
六
十
間
余
り
の
塚
を
築
き
、

頂
上
に
浅
間
神
社
を
勧
請
し
た
の
が
起
源

と
な
っ
て
い
る
。 

宝
永
年
間
（
一
七
〇
四
～
十
一
）
社
殿

が
破
壊
に
及
び
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）

改
め
て
石
造
り
の
社
殿
を
再
建
し
た
の
が

現
在
の
本
殿
で
あ
り
、
天
明
六
年
（
一
七

八
六
）
に
は
石
の
階
段
が
造
ら
れ
て
い
る
。 

 

例
祭
は
、
七
月
三
十
一
日
の
夕
刻
の
湯

の
華
の
神
事
か
ら
始
ま
り
、
昔
は
夜
の
祭

浅間神社 冨 士 塚 

富 士 塚 木花開耶姫
このはなのさくやびめ
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り
と
し
て
八
月
一
日
の
未
明
ま
で
続
い
た
。

参
道
か
ら
境
内
に
か
け
て
た
く
さ
ん
の
露

店
が
並
び
、
特
に
当
夜
売
ら
れ
る
団
子
は

有
名
で
、
こ
れ
を
食
べ
る
と
暑
気
に
あ
た

ら
ぬ
と
の
言
い
伝
え
か
ら
「
団
子
祭
り
」

と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
の
団
子
祭
り
の
起
り

は
、
明
治
中
頃
社
頭
に
居
住
し
て
、
宮
守

を
し
て
い
た
者
が
、
神
社
に
献
じ
た
洗
米

で
団
子
を
作
り
希
望
者
へ
分
与
し
た
の
が

始
ま
り
で
、
当
夜
は
市
内
は
も
と
よ
り
近

郊
か
ら
も
参
拝
者
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
賑

う
。 

            

●
八
王
子
招
魂
社 

 

大
久
保
長
安
が
勧
請
し
た
と
伝
え
ら
れ

る
浅
間
神
社
の
丘
は
、
富
士
森
と
呼
ば
れ

て
親
し
ま
れ
て
い
た
。 

 

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
四
月
八

王
子
町
は
、
富
士
森
に
報
国
忠
魂
碑
を
建

立
し
公
園
を
設
置
し
た
。
（
富
士
森
公
園
）

八
王
子
招
魂
社
と
は
こ
の
報
国
忠
魂
碑
の

こ
と
で
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
の
西
南

の
役
、
及
び
明
治
二
十
七
年
～
八
年
（
一

八
九
四
～
五
）
の
日
清
戦
争
で
の
戦
病
没

者
の
霊
を
祀
っ
た
碑
に
、
国
家
が
社
格
を

与
え
て
招
魂
社
と
称
し
た
。 

 
石
川
日
記
や
磯
沼
家
文
書
に
よ
る
と
実

際
碑
が
完
成
し
た
の
は
十
一
月
で
、
同
月

二
十
三
日
に
招
魂
祭
が
行
わ
れ
た
よ
う
だ
。 

 

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
日
露
戦

争
戦
病
没
者
の
霊
を
合
祀
し
た
。
八
つ
の

石
垣
の
上
に
そ
び
え
る
青
銅
製
の
塔
が
忠

魂
碑
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
後
昭
和
二
十

一
年
十
二
月
三
十
一
日
に
撤
去
さ
れ
た
。 

  

                        

灯籠（明治 39 年）11 月建立 
八王子軍人会 

八
王
子
招
魂
社
（
明
治
四
十
年
代
） 
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●
「
平
和
」
の
像 

 

富
士
森
公
園
内
に
は
平
和
像
が
あ
る
。

「
八
王
子
市
は
先
の
第
二
次
世
界
大
戦
に

お
い
て
大
き
な
戦
禍
を
被
り 

多
く
の
尊

い
人
命
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た 

こ
の
よ

う
な
戦
争
に
よ
る
悲
惨
な
生
活
は
再
び
繰

り
返
し
て
は
な
り
ま
せ
ん 
よ
っ
て
非
核

平
和
都
市
宣
言
十
周
年
に
あ
た
り
世
界
の

恒
久
平
和
を
願
う
市
民
の
平
和
の
象
徴
と

し
て
こ
こ
に
平
和
の
像
を
建
立
し
ま
す 

平
成
五
年
一
月 

 

八
王
子
市
」 

 

ま
た
八
王
子
市
は
既
に
、
昭
和
五
十
三

年
十
二
月
二
十
一
日
世
界
連
邦
平
和
都
市

宣
言
、
昭
和
五
十
七
年
六
月
二
十
九
日
八

王
子
市
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
し
て
い
る
。 

        

                        

                        

平和の像 

日清・日露の慰霊碑 射撃訓練の碑 

八王子海軍わだつみ会記念樹碑 忠 霊 塔 
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●
奥
津
雁
江
の
碑 

 

明
治
期
の
私
立
学
校
教
師
。
相
模
国
足

柄
の
出
身
、
本
名
定
次
郎
、
漢
学
を
今
川

象
外
に
、
国
学
を
吉
田
信
行
に
学
ぶ
。
そ

の
後
八
王
子
の
本
町
に
住
む
。
明
治
十
四

年
（
一
八
八
一
）
忠
愛
夜
学
校
を
創
設
、

学
齢
を
過
ぎ
た
者
に
忠
君
愛
国
を
説
く
。 

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
七
十
八
歳
で

没
、
元
横
山
町
の
大
義
寺
に
眠
る
。 

 

辞
世
に
「
独
笑
の
と
ら
ひ
の
贅
（
い
ぼ
）

や
石
一
つ
残
し
て
帰
る 

阿
字
不
生
国
」
の

歌
碑
が
あ
る
。
奥
津
雁
江
の
碑
は
、
富
士

森
公
園
東
側
の
斜
面
に
あ
る
。 

          

◎
参
考
資
料 

・
八
王
子
市
史 

・
八
王
子
事
典 

・
八
王
子
市
水
道
八
十
年
の
あ
ゆ
み 

・
八
王
子
市
議
会
史 

・
東
京
都
水
道
局
パ
ン
フ
レ
ッ
ト 

・
八
王
子
給
水
事
務
所
の
施
設
概
要 

 
 

 
 

 
 

 

と
水
道
管
敷
設
概
略
図 

・
創
立
三
十
周
年
記
念
誌
八
管
の
あ
ゆ
み 

・
八
王
子
市
の
水
道 

・
多
摩
地
区
都
営
水
道
二
十
年
の
あ
ゆ
み 

・
地
域
史
・
散
田
と
そ
の
周
辺 

・
旧
横
山
村
石
仏
調
査
報
告
書
一
九
九
八 

・
八
王
子
石
仏
百
景 

・
第
十
号
ふ
じ
も
り
御
所
水
の
里 

・
国
土
地
理
院
地
図 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
各
ペ
ー
ジ 

・
歴
史
と
ロ
マ
ン
の
散
歩
道 

・
人
物
は
ち
お
う
じ 

・
セ
ピ
ア
色
の
風
景 

・
東
京
都
教
育
庁
計
画
課 

・
昭
文
社
地
図 

・
八
王
子
市
観
光
地
図 

 

奥津雁江の碑 

 ❘
メ
モ
❘ 


